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令 和 ６ 年 度

佐賀大学教育学部
附属小中学校
教育研究発表会

令和 6 年
1 1 月 1 日 ( 金 )
中 学 校 の み 開 催

対面
実施

参加費 学生

無料

本校は佐賀県指定「小中連携による
学力向上推進地域指定事業」の研究
協力校です。

日 程

12：30～

13：00～13：15

13：25～14：15

14：30～15：15

15：30～16：30   

16：30～

500円
当日受付にて

お支払いください



岩 田 美 穂
「探究で広げる

比喩の世界」
（１年）

国

語
佐賀大学学校教育学研究科

竜 田 徹
基山町立基山中学校 教頭

原 口 直 哉
武雄市立武雄中学校  教諭

諸岡 久美子

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

佐賀大学教育学部

大 林 将 呉
伊万里市立南波多郷学館 教頭

石原 紳一郎
佐賀市立城西中学校  教諭

永 山 智 英

大浦 穂美香

「一次関数」

（２年）

数

学
共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

内田 修太朗

「北アメリカ州」

（１年）

社

会
佐賀大学教育学部

黒 田 圭 介
鳥栖市立基里中学校 校長

中 山 孝 史
佐賀市立三瀬中学校 教諭

三 浦 未 来

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

高 園 和 憲

「身近な物理現象」

（１年）

理

科
佐賀大学教育学部

中 村 聡
吉野ヶ里町立三田川中学校 校長

日 吉 政 治
唐津市立鬼塚中学校 教諭

添 田 康 平

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

13:25～14:15   公開授業

ポスター
セッション

と

座談会 14:30～15:15 

卒業研究
３年間で培った力で

探究活動！

実行委員会
理想の実行委員会
の在り方とは？
本音の座談会です

鍵は事象提示の

リアリティにあり！
高校接続を見据えた
GISの活用

比喩の沼へ、ようこそ
。 点から広がる直線の世界

竜 田 徹

諸岡 久美子

石原 紳一郎



授業研究会 15:30～16:30

川久保 哲平
「Stage Activity2

Discover Japan」
（３年）

英

語
佐賀大学教育学部

林 裕 子
佐賀市立昭栄中学校 校長

永 田 康 子
鳥栖市立田代中学校 教諭

末 永 成

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

嶋 航 希
「合唱表現のa

追求とは」
（３年）

音

楽
佐賀大学教育学部

今 井 治 人
佐賀市立金立小学校 校長

副 島 和 久
多久市立東原庠舎東部校 教諭

松 瀬 由 佳

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

山 下 薫
「スポーツが心身と
社会性に及ぼす効果」

（２年）

保
健
体
育

佐賀大学教育学部

堤 公 一
鹿島市立西部中学校 主幹教諭

内川 梨恵子
神埼市立神埼中学校 教諭

内 田 幹 一

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

砂 山 涼 子

「墨と水の出会い」

（１年）

美

術
佐賀大学教育学部

栗 山 裕 至
鳥栖市立鳥栖中学校 副校長

上 田 一 正
唐津市立西唐津中学校 教諭

中 里 光 宏

共

同

研

究

者

研

究

協

力

者

総務会
総務委員が学年集会を

プロデュース!?

生徒会本部
会員の声を取り入れた
生徒会活動に迫る！

生徒会交流部
会員同士の交流

そして
国際交流へ！生徒発表

墨と水と筆と

自分の感覚で表します
！

わたしとスポーツの
次の景色へ

ディベートに向かう

大単元構想
本番直前！

合唱仕上げをみんなで

林 裕 子

末 永 成

堤 公 一

内川 梨恵子



https://www.fuchu.pd.saga-u.ac.jp/

アクセス

佐賀駅バスセンター
「３番のりば」から佐賀市営バスで【６番】
佐賀城跡線「サガテレビ前」下車 徒歩５分

JR九州 長崎本線「佐賀駅」
佐賀駅から附属中学校まで タクシーで約10分
佐賀駅から附属中学校まで 徒歩で約30分

最寄りのバス停

最寄りの鉄道駅

学校HPにて、

各授業の
見どころ
を紹介します！

９月下旬
公開予定

研究主任による

X(旧Twitter)

日々更新中！

7月に実施した
エージェンシー
アンケート

から生徒の声を
お届けします。

私は一度マイナスなことを
考えたら、そのあともマイナ
スなことをずっと考えてし
まう癖があった。しかし、大
運動会実行委員を通して、い
い大運動会を作り上げると
ともに、クラスを引っ張って
いくという経験をすること
ができ、マイナスなことを考
えてしまったら、どうやって
マイナスからプラスに変え
ることができるかを考える
ことができるようになった。
（１年）

部活で一年生がどういう風に動
いたら自分たちも効率よくでき
るかを何度も考え直した。
（２年）

学習を行う中でわからないと
ころがでてきたときに、諦め
るのではなく、何がわからな
くて、なぜわからないのかを
自分の中で分析して、分から
ない部分をなくしていったり、
自分がわかっていて友達がわ
かっていないときは教えるの
と同時に、自分の中で知識を
整理して簡潔にまとめるよう
にした。（３年）

AARサイクルを回す

エージェンシーが
発揮・育成される

「未来をひらく
共創する学び手」に

成長する

ウェルビーイング

エージェンシーとは、ウェルビーイング目指して、
多様な他者と支え合いながら、自分で目標を設定し、
振り返り、責任を持って行動する力。

＊お車でお越しの方は、
本校グラウンドに駐車してください。
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